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江
戸
川
健
康
友
の
会
は
、
一

面
既
報
の
と
お
り
、
第

13回
総

会
を
開
き
、
２
０
２
２
年
度
の

活
動
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
要

旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
は
国
連
憲
章
違
反
と
共

に
国
際
人
道
法
に
よ
る
戦
争

犯
罪
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
直
ち
に
撤
退
す
る
よ
う
求

め
ま
し
ょ
う
。

◎
「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
全

国
署
名
」
を
広
げ
、
軍
備
拡

大
、
核
の

〝
共
有

〟
に
反
対

し
、
平
和
、
人
権
、
民
主
主

義
が
生
か
さ
れ
る
政
治
の
実

現
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

◎
日
本
政
府
に
向
け
た
「
核
兵

器
禁
止
条
約
批
准
を
求
め

る
」
署
名
を
江
戸
川
原
水
協

と
共
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

◎
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
社
会
保

障
の
充
実
を
求
め
、
誰
で
も

が
お
金
の
心
配
な
く
必
要
な

医
療
や
介
護
、
教
育
が
受
け

ら
れ
る
活
動
に
と
り
く
み
ま

し
ょ
う
。

◎
医
療
や
介
護
・
年
金
、
健
康

保
険
な
ど
、
く
ら
し
に
結
ん

だ
制
度
学
習
を
は
じ
め
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
に
向
け
た
一
環
と

し
て
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
居
宅
支
援
事
業
所

な
ど
と
連
携
し
た
「
健
康
講

座
」
も
開
催
し
ま
し
ょ
う
。

◎
区
の
熟
年
健
診
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
受
診
呼

び
か
け
、
婦
人
科
健
診
な

ど
、
健
診
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

◎
大
気
汚
染
に
よ
る
ぜ
ん
息
患

者
へ
の
医
療
費
助
成
制
度
の

創
設
や
き
れ
い
な
空
気
と
緑

を
増
や
す
沿
道
緑
化
、
自
転

車
レ
ー
ン
の
充
実
な
ど
、
公

害
を
な
く
す
活
動
に
と
り
く

み
ま
し
ょ
う
。

◎
困
難
を
か
か
え
た
会
員
へ
の

生
活
支
援
、
助
け
合
い
活
動

に
と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。
・

◎
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
の
趣

味
を
生
か
し
た
サ
ー
ク
ル
活

動
、
旅
行
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど
、
要
求
実
現
と
会
員
の
交

流
や
親
睦
を
深
め
る
活
動
に

と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。

◎
１
５
０
０
人
の
友
の
会
に
す

る
た
め
に
今
期

80人
以
上
の

会
員
を
ふ
や
し
ま
し
ょ
う
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

そもそも血圧とは何でしょうか？ 血圧とは心臓か

ら体全体へ血液を押し出すときに、血管の壁を押す圧

力のことです。血圧の値は心臓から送り出される血液

の量と、血管内での血液の流れにくさによって決まり

ます。

血管の中を流れる血液の量が多くなる場合や、血管

が細く収縮する場合に血圧は高くなります。血圧を下

げる薬(降圧薬)について、３つに分けて解説します。

① 血液の量を減らす薬

過剰に貯まった水分を体から出せば、血液の中の水

分を減らすことができます。血液の量が減れば、血圧

は下がります。

体から余分な水分を排泄させる薬として、利尿剤が

あります。作用が強すぎると脱水を起こす場合がある

ため、適量の水分を摂取します。また、ミネラル分の

バランス異常を起こす副作用もあるので注意してくだ

さい。

② 血管の収縮を抑える薬

体内で血管を収縮させる情報の伝達に、カルシウム

イオンという物質が関わっています。このカルシウム

イオンの邪魔をして、血管の収縮を抑える薬がカルシ

ウム拮抗薬です。

この薬はグレープフルーツと一緒に摂取すると、薬

の効果が強く出すぎて、頭痛やめまいなどを起こすこ

とがあります。グレープフルーツの作用は２～３日続

く場合もあるので、摂取は一切避けたほうがいいで

しょう。

③ 体内の調整システムに働きかける薬

体内には血液の量や血管の収縮を調整するシステム

があります。体内でアンギオテンシンという物質が出

ると、血管を収縮させ体液量を増やすため血圧が上が

ります。このアンギオテンシンを調節して血圧を下げ

る薬が２つあります。

１つはＡＲＢ（アンギオテンシン受容体拮抗薬）

で、アンギオテンシンが体に作用するのを邪魔する薬

です。腎臓への障害やカリウム値の上昇などの副作用

が発生する場合があります。

もう１つはＡＣＥ阻害薬（アンギオテンシン変換酵

素阻害薬）で、アンギオテンシンを作らせないように

する薬です。ＡＲＢと同様の副作用のほか、喉の違和

感から出る持続性の咳（空咳）にも注意が必要です。

まとめ

１種類の薬で効果がない場合は、数種類を組み合わ

せて服用します。血圧の薬は、正しい生活習慣とセッ

トで効果を発揮します。薬を飲んでいても、塩分制限

や運動習慣は続けましょう。

「いつでも元気」誌より転載

編
集

後
記

今
年
の
梅
雨
入
り
発
表

は
変
則
的
な
順
番
で
始
ま
り
、
関
東
甲

信
は
統
計
開
始
以
降
、
最
も
早
い
梅
雨

明
け
で
気
温
が
急
上
昇
。
コ
ロ
ナ
流
行

で
の
自
粛
生
活
の
た
め
に
身
体
が
順
応

で
き
ず
、
気
温
の
急
上
昇
に
よ
る
熱
中

症
に
注
意
喚
起
が
で
て
い
ま
す
。
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
▼
今
、
友
の
会
だ
よ
り

の
ふ
る
さ
と
欄
が
評
判
に
な
っ
て
い
ま

す
。
期
せ
ず
し
て
江
戸
川
区
シ
リ
ー
ズ

に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
方
の
中
に

は
上
京
し
て
住
み
、
第
二
の
ふ
る
さ
と

と
し
て
長
く
暮
ら
し
て
い
る
方
も
多

く
、
記
事
の
内
容
に
重
ね
合
わ
せ
て
、

な
つ
か
し
く
思
い
出
し
た
り
出
か
け
た

り
と
、
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
私

も
二
瓶
さ
ん
の
記
事
に
あ
っ
た
地
蔵
さ

ん
が
近
く
な
の
で
探
し
に
行
き
ま
し

た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
で
守
ら
れ
て

い
ま
し
た
が

50～

60セ
ン
チ
位
、
だ
い

ぶ
昔
の
地
蔵
さ
ん
で
し
た
▼
友
の
会
だ

よ
り
に
は
、
し
ら
さ
ぎ
・
友
の
会
広
場

と
し
て
、
俳
句
・
短
歌
・
エ
ッ
セ
イ
・

川
柳
な
ど
皆
様
か
ら
の
投
稿
ペ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
ご
一
緒
に
楽
し
く
役
に
立

つ
友
の
会
だ
よ
り
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
投
稿
し
て

く
だ
さ
い
。

（
猪
瀬
）
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血圧を下げる薬
２
０
２
２
年

度
・

友
の

会
活
動
方
針

役職名 氏 名 地 域

会 長 猪 瀬 悠 紀 子 中 央

副 会 長

鈴 木 正 美

矢 野 孝

渡 辺 利 子

西 葛 西

葛 飾 細 田

東 瑞 江

事 務 局 長 黒 木 武 義 南 葛 西

事務局次長

佐 藤 翼

丸 山 愛 三

石 川 恵 一

西 山 千 尋

藤 巻 良

西 葛 西

松 島

職 員

職 員

職 員

幹 事

有 馬 三 郎

荒 川 す み 子

石 井 う た

石 井 勝 治

伊 藤 信 子

飯 島 新 二

今 関 カ ネ 子

臼 井 佑 希 子

遠 藤 哲

太 田 美 音

菊 地 孝

久 高 美 枝 子

小永井万知子

小 林 功

嶋 村 伸 子

高 野 芳 子

寺 澤 カ ツ

遠 田 博 子

中 村 栄 子

日 影 館 一

福 本 悦 子

正 木 千 恵

森 岡 糸 子

渡 部 周 次 郎

北 葛 西

東 瑞 江

西 葛 西

西一之江

東 葛 西

西 葛 西

清 新 町

南 篠 崎

南 葛 西

清 新 町

西一之江

南 葛 西

西一之江

江 戸 川

東 葛 西

南 小 岩

南 葛 西

中 葛 西

鹿 骨

職 員

中 葛 西

南 葛 西

臨 海 町

一 之 江

会 計 監 査

相 談 役

表 優 子

金 谷 昇 一

八 巻 登

職 員

中 央

北 篠 崎

2022年度幹事会役員名簿

〈新しく幹事になられた方〉

菊地 孝（西一之江）

小永井万知子（西一之江）

〈退任された方〉

青柳恵美子（松島）

長い間友の会活動へのご尽力、

ありがとうございました。



健
康
友
の
会
も
参
加
す
る

「
核
兵
器
廃
絶
江
戸
川
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

実
行
委
員
会
」
は
６
月

18日
船

堀
駅
北
口
広
場
で
初
め
て
の

「
野
外
戦
争
展
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
梅
雨
時
の
た
め
、
天

気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
好

天
に
恵
ま
れ
、
駅
利
用
者
や
親

子
連
れ
な
ど
常
時
１
０
０
人
近

く
の
方
が
立
ち
止
ま
り
、
展
示

物
な
ど
を
見
て
行
か
れ
ま
し

た
。駅
の
広
場
を
囲
む
よ
う
に
広

島
・
長
崎
の
被
爆
状
況
、
著
名

人

18人
の
「
憲
法
９
条
に
寄
せ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
な
ど
が
大
型

パ
ネ
ル
で
展
示
さ
れ
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
駅
通
路
近
く
に
置

か
れ
た
広
島
型
原
爆
の
「
リ
ト

ル
ボ
ー
ル
」
の
原
寸
大
模
型
も

多
く
の
方

の
目
を
引

き
寄
せ
ま

し
た
。

簡
易
ス

テ
ー
ジ
で

は
、
リ

レ
ー
ト
ー

ク
に
続
き
、
「
平
和
を
歌
お

う
」
で
新
婦
人
の
会
の
コ
ー
ラ

ス
、
被
爆
者
の
会
「
親
江
会
」

か
ら
山
本
会
長
ら
３
人
に
よ
る

被
爆
証
言
、
東
京
新
聞
で
紹
介

さ
れ
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
注
目
の

弁
護
士
コ
ン
ビ
「
四
谷
姉
妹
」

の
憲
法
ト
ー
ク
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
船
堀
在
住
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
女
性
歌
手
ミ
ラ
さ
ん
の
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
歌
な
ど
聴
き
な

が
ら
、
参
加
者
も
手
拍
子
・
合

い
の
手
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

こ
の
「
野
外
戦
争
展
」
は
緊

急
企
画
で
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
乗
じ
て
憲
法
改
悪
、

軍
備
拡
大
・
防
衛
予
算
の
倍
増

な
ど
、
平
和
が
脅
か
さ
れ
る
状

況
が
広
が
る
中
で
、
「
憲
法
改

悪
を
許
さ
な
い
」
「
核
兵
器
禁

止
条
約
の
署
名
・
批
准
」
を
政

府
に
求
め
る
二
つ
の
署
名
を
急

い
で
広
げ
よ
う
と
と
り
く
ま
れ

ま
し
た
。

（
黒
木
）

例
年

行
な

わ
れ

て
い

る

屋
内

戦
争

展
は

10月
１

・

２
日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
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▼
俳

句
三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

左
手
と
思
え
ぬ
文
字
や
文
の
友

外
灯
も
泣
い
て
い
る
夜
や
つ
ゆ
の
雨

冬
衣
仕
舞
っ
て
又
も
つ
ゆ
寒
に

北
葛
西

石
甲
斐
初
魚

学
童
の
コ
ロ
ナ
休
校
エ
ビ
ガ
ニ
釣
り

青
梅
の
六
粒
転
び
六
地
蔵

八
重
桜
東
京
空
襲
姉
妹
都
市

▼
川

柳
江
戸
川

小
林

功

被
爆
国
何
に
も
し
な
い
橋
渡
し

セ
ル
フ
レ
ジ
よ
り
も
や
っ
ぱ
り
人
の
レ
ジ

電
力
不
足
待
っ
て
ま
し
た
と
再
稼
動

中
葛
西

佐
々
木
ゆ
づ
き

無
人
機
の
戦
さ
ボ
タ
ン
は
人
が
押
す

ず
り
下
が
る
マ
ス
ク
睨
ん
で
た
ら
王
手

熱
中
の
ゲ
ー
ム
が
占
拠
老
い
の
脳

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

母
ち
ゃ
ん
、
ま
た
行

く
ね

清
新

町
山

口
と

よ
子

５
月
１
日
、
く
り
こ
ま
高
原
駅

に
降
り
立
っ
た
。
春
は
名
の
み
、

冬
の
よ
う
な
寒
さ
だ
っ
た
。
す
ぐ

母
の
待
つ
実
家
に
向
か
っ
た
。
母

は

97歳
。
最
近
の
電
話
で
は
「
こ
の

頃
、
生
き
過
ぎ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
皆
に
お
世
話
に
な
る
ば
か
り
。

そ
ろ
そ
ろ
・
・
・
」
と
口
癖
の
よ
う

に
言
う
。
「
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ

て
楽
し
く
過
ご
し
て
る
で
し
ょ
う
。

孫
や
ひ
孫
の
成
長
も
楽
し
み
で
し
ょ

う
。
」
明
る
く
答
え
る
私
。
内
心
、

母
の
落
ち
込
み
を
心
配
。

「
た
だ
い
ま
。
と
よ
子
だ
よ
。
」

「
５
月
１
日
が
よ
う
や
く
来
た
。
夢

の
よ
う
だ
。
」
と
大
喜
び
の
母
。
「
明

日
は
、
仙
台
に
住
む
妹
や
甥
家
族
も

来
る
と
い
う
か
ら
、
一
足
早
い
母
の

日
の
お
祝
い
の
パ
ー
テ
ィ
を
す
る
か

ら
ね
。
食
べ
た
い
も
の
を
作
る
け

ど
、
何
が
い
い
。
」

「
や
わ
ら
か
い
牛
肉
、
ま
ぐ
ろ
、

う
な
ぎ
、
寿
司
と
」
こ
れ
ま
で
の
元

気
な
母
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
で
子
ど
も
や
孫
た
ち
と
頻

繁
に
会
え
な
い
、
二
度
の
大
き
な
地

震
、
同
級
生
の
訃
報
、
テ
レ
ビ
を
観

れ
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
悲
惨
な
映

像
、
つ
ら
い
こ
と
ば
か
り
続
く

日
々
。

３
月

16日
の
地
震
は
最
大
震
度
６

強
。
逃
げ
る
に
逃
げ
ら
れ
ず
、
ベ
ッ

ド
に
つ
か
ま
る
だ
け
の
自
分
を
情
け

な
く
思
い
、
生
き
過
ぎ
た
な
あ
と

思
っ
た
と
。

90歳
で
大
腿
骨
骨
折
。
歩
行
器
を

使
い
歩
い
て
い
た
が
腰
を
痛
め
最
近

は
車
い
す
生
活
。
寝
た
き
り
に
な
り

た
く
な
い
と
の
思
い
が
母
を
頑
張
ら

せ
て
い
る
。

し
っ
か
り
食
べ
る
、
演
歌
や
民
謡

が
好
き
、
ラ
ジ
カ
セ
・
テ
レ
ビ
の
リ

モ
コ
ン
は
自
由
自
在
、
新
聞
を
一
番

に
読
み
番
組
表
を
調
べ
る
の
が
一
日

の
始
ま
り
、
ボ
ケ
な
い
よ
う
に
と
子

ど
も
た
ち
に
電
話
を
掛
け
る
等
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
た
く
さ

ん
の
人
に
囲
ま
れ
、
母
は
連
日
満
面

の
笑
み
。
百
歳
ま
で
生
き
ら
れ
そ

う
！
ま
た
来
る
か
ら
ね
と
約
束
し
て

帰
京
し
た
。

▼
短

歌
中
央

二
瓶
誠
一

水
玉
と
花
柄
傘
の
児
ら
の
列
コ
ロ
ナ
禍
マ
ス
ク
苦
労
の
彩
り

夕
食
は
魚
に
菜
を
添
え
酒
少
し
腹
七
分
な
り
喜
寿
近
き
日
々

宇
宙
に
浮
く
「
地
球
に
国
境
は
な
か
っ
た
」
と
う
毛
利
さ
ん
言
葉
を
時
折
り
思
う

今
井
雄
二

久
々
に
執
刀
医
師
に
診
ら
れ
し
と
思
え
ば
も
は
や
俎
板
の
鯉

ま
な

い
た

エッセイ

船
堀
駅
ひ

ろ
ば

で
戦
争

展

2022 年 江戸川平和行進
今年も原水禁世界大会に向けて区内での

平和行進が行なわれます。

○い つ 2022 年 7月 27日（水）
○どこで 中央森林公園 15:30 集合

行進の出発時間 16:00

※行進は新小岩駅ガード下を通りぬけた

せせらぎパーク（葛飾区）まで約１時間

です。

リトルボーイの原寸模型

国旗をまとって美しい歌声を披露したミラさん

四
谷
姉
妹
＝
２
人
が
勤
務
す
る

法
律
事
務
所
が
新
宿
区
四
谷
に

あ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
つ
け
た

戦
争

い
や
だ

！
核

兵
器

い
ら

な
い

！
憲

法
守

ろ
う

！
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7年にわたり自動

車の排ガスによる大

気汚染にさらされ、

ぜん息を発症したと

して、東京、埼玉、

千葉、神奈川、愛知、

大阪の６都府県の患

者 150 人が、６月 28

日、国と自動車メー

カー７社（トヨタ・

日産・三菱・日野・

いずず・ＵＤトラックス・マツダ）に計約１億 5000 万円の賠償を

求め、公害等調整委員会に責任裁定を申請しました。

国とメーカーの責任を明確化し、全国一律の医療費助成制度の

創立をめざしています。2007 年に東京大気汚染訴訟で原告の患者

が勝ち取った医療費助成制度が、2014 年に新規認定患者が打ち切

りとなり、医療費も 6000 円まで自己負担となるなど、制度の縮小

が背景となっています。

責任裁定申請者の団7を努める石川牧子さんは、申請後、トヨ

タ本社前で開かれた支援者集会で「発作が起きると本当に苦しい。

大気汚染は改善され、公害はなくなったといっているが、ぜん息

患者は今も毎日治療を続けており、1 回 1 回の発作を死ぬ思いで

乗り切っている。言葉だけでなく、きちんと社会的責任を果たし

てほしい」と訴えました。トヨタ本社前の集会には、江戸川大気

汚染をなくす会とともに健康友の会の代表も参加し「患者の生活

と健康を守れ、責任をもって賠償せよ」とシュプレヒコールを行

いました。 （黒木）

○さわやか喫茶（食事会）

○囲碁・将棋クラブ

○カラオケお楽しみ会

○ほっとカフェ

○健康体操

○うたごえ喫茶

○カラオケサークル

休
止

中
の

サ
ー

ク
ル

江
戸
川
健
康
友
の
会
は
３
年
前
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
あ
し
す
会
」
と
連
携

し
て
、
区
の
委
託
事
業
と
し
て
、
介
護

保
険
を
利
用
し
た
通
所
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「
サ
ロ
ン
さ
わ
や
か
喫
茶
」
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
現
在
８
人
の
方
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
友
の
会
で
は
、
６
月

23日
に
「
利
用
者
さ
ん
を
励
ま
す
会
」

を
ひ
ら
き
ま
し
た
。

当
日
は
猪
瀬
会
長
、
矢
野
・
鈴
木
副

会
長
、
黒
木
事
務
局
長
ら
も
参
加
し
、

サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
や
尺
八
の
演
奏
、
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
よ
る
伴
奏
で
利
用
者

さ
ん
と
う
た
を
唄
い
楽
し
い
演
奏
会
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
小
規
模
多
機
能
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
２
人
も
参
加
さ
れ
、
友
の

会
員
と
し
て
の
旧
知
の
仲
間
と
久
し
ぶ

り
の
再
会
で
お
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。

こ
の
日
の
サ
ッ
ク
ス
が
森
野
操
さ
ん
、

尺
八
は
渡
部
周
次
郎
さ
ん
、
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
は
、
岡
村
武
さ
ん
（
元
国
鉄
労
組

合
唱
団
奏
者
）
の
３
人
で
、
演
奏
さ
れ

ま
し
た
。
小
規
模
多
機
能
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
関
郁
子
さ
ん
と
猿
田
た
け
よ
さ

ん
は
「
渡
部
さ
ん
の
尺
八
が
聴
き
た
く

て
き
た
、
久
し
ぶ
り
に
楽
し
か
っ
た
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴
奏
で

『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
、
赤
と
ん
ぼ
、

み
か
ん
の
花
咲
く
丘
、
矢
切
の
渡
し
、

北
国
の
春
』
な
ど

10曲
以
上
を
ケ
ア
ス

タ
ッ
フ
な
ど

24人
と
共
に
歌
い
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
の
利
用
者
さ
ん
は
「
と
き
ど

き
、
こ
う
し
た
音
楽
演
奏
会
を
開
い
て

ほ
し
い
。
と
て
も
気
分
が
晴
れ
た
一
日

で
し
た
」
と
感
想
を
の
べ
て
い
ま
し
た
。

（
黒
木
）

通
所

デ
イ
サ

ー
ビ

ス

「サ
ロ
ン
さ
わ
や
か
喫

茶
」利

用
者

の
励

ま
す
演

奏
会

楽
し
か
っ
た
演
奏
会
、
利
用
者
さ
ん
（
前

側
）
も
笑
顔
で
ひ
と
ま
わ
り
若
返
っ
た
よ

う
で
し
た

国や自動車メーカーは賠償を
ぜん息患者１５０人が責任裁定を申請

憲
法
九
条

こ
そ

日
本

を
守
る
力

６
月
３
日
、
江
戸
川
革
新
懇
主
催
の

講
演
会
で
の
五
十
嵐
仁
さ
ん
の
講
演

要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

ロ
シ
ア
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
、
主
権
の

尊
重
・
領
土
不
可
侵
・
武
力
行
使
禁
止
の

国
連
憲
章
違
反
で
あ
り
、
且
つ
民
間
人
・

一
般
施
設
へ
の
無
差
別
攻
撃
は
許
さ
れ
な

い
と
い
う
国
際
人
道
法
違
反
の
戦
争
犯
罪

で
も
あ
る
。
断
固
糾
弾
す
べ
き
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
教
訓
は
、
戦
争
が

始
ま
れ
ば
双
方
に
甚
大
な
被
害
が
出
る
こ

と
。
対
立
や
紛
争
は
武
力
に
よ
っ
て
で
は

な
く
話
し
合
い
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
こ

と
。
力
の
論
理
や
抑
止
論
の
落
と
し
穴
に

は
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
時
期
に
「
惨
事
便
乗
型
改
憲

策
動
」
と
も
言
う
べ
き
「
九
条
改
憲
」
や

国
民
生
活
に
犠
牲
を
強
い
る
軍
事
費
の
超

拡
大
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
核

共
有
論
、
敵
基
地
攻
撃
論
を
振
り
ま
く
勢

力
に
対
し
て
も
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
多

面
的
な
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

「
九
条
で
平
和
は
ま
も
れ
る
か
」
の
論

に
は
、
戦
後
一
貫
し
て
日
本
の
平
和
を
守

り
、
戦
争
の
惨
禍
を
招
か
な
か
っ
た
の

は
、
憲
法
九
条
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

だ
。
九
条
を
生
か
し
た
平
和
外
交
こ
そ
今

最
も
必
要
と
さ
れ
る
の
だ
。

最
後
に
大
事
な
こ
と
は
、
学
ぶ
（
ま
ず

知
る
こ
と
）
伝
え
る
（
確
信
を
持
つ
、
伝

え
方
の
工
夫
）
諦
め
な
い
（
何
も
し
な
け

れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
、
既
成
事
実
に
屈

し
な
い
）
こ
と
だ
。

（
小
林
）

５
月

29日
、
東
京
土
建
江
戸
川
支
部
会

館
に
お
い
て
、
第

26回
江
戸
川
社
会
保
障

推
進
協
議
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
も
あ
り
人
数
制
限

は
あ
り
ま
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
に
参
加
者

を
募
っ
て
の
開
催
と
な
り
、

11団
体

15名

の
参
加
で
し
た
。

安
在
事
務
局
長
よ
り
２
０
２
１
年
度
の

活
動
と
し
て
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
駅
頭

宣
伝
の
と
り
く
み
や
、

10月
に
開
催
さ
れ

た
「
な
ん
で
も
相
談
会
」
で
の
具
体
的
な

相
談
内
容
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
２
年
度
の
と
り
く
み

と
、
東
京
都
や
江
戸
川
区
へ
の
要
求
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
困
窮
者
の
救

済
、
都
立
・
公
社
病
院
の
独
立
行
政
法
人

化
中
止
、
医
療
・
介
護
・
保
育
・
福
祉
分

野
で
の
賃
金
、
労
働
条
件
の
改
善
、
最
低

賃
金
１
５
０
０
円
以
上
へ
の
引
き
上
げ
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
中
止
。
い
の
ち

と
く
ら
し
を
守
る
政
策
の
拡
充
を
求
め
て

い
く
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
来
賓
の
原
純
子
都
議
会
議

員
か
ら
都
政
報
告
を
受
け
、
そ
の
後
東
京

社
保
協
事
務
局
次
長
の
小
川
均
さ
ん
を
講

師
に
招
い
て
、
「
今
の
情
勢
に
お
け
る
社
会

保
障
の
役
割
」
に
つ
い
て
の
学
習
会
が
あ

り
ま
し
た
。

（
猪
瀬
）

捨てがたい着物を

リメイクで甦らせよう

●毎週(金）

10 時～ 13 時

●葛西みなみ診療所５F

●飲み物は各自持参

●14 人程度（予約制）

みんなの居場所
<小物作り他>

●毎週 (火・木)

10 時～ 15 時

<トークと歌う会>

●毎月 第２(土）

14 時～ 15時 40分

●場所：一之江内科 4F

季節の小物づくりなど

●毎週(水）

13 時～ 16 時

●葛西みなみ診療所 5F

●参加費 1回につき

200 円。他作品の実費

が必要です。

江
戸

川
社

会
保

障
推

進
協

議
会

が
総

会

着物リメイクの会 一之江センター 手芸サークル

友
の
会

が

環境省へ「責任裁定」申請後トヨタ本社前集会

に参加したぜん息患者と支援者のみなさん

※「私のふるさと」は今回お休みします



健
康
友
の
会
も
参
加
す
る

「
核
兵
器
廃
絶
江
戸
川
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

実
行
委
員
会
」
は
６
月

18日
船

堀
駅
北
口
広
場
で
初
め
て
の

「
野
外
戦
争
展
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
梅
雨
時
の
た
め
、
天

気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
好

天
に
恵
ま
れ
、
駅
利
用
者
や
親

子
連
れ
な
ど
常
時
１
０
０
人
近

く
の
方
が
立
ち
止
ま
り
、
展
示

物
な
ど
を
見
て
行
か
れ
ま
し

た
。駅
の
広
場
を
囲
む
よ
う
に
広

島
・
長
崎
の
被
爆
状
況
、
著
名

人

18人
の
「
憲
法
９
条
に
寄
せ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
な
ど
が
大
型

パ
ネ
ル
で
展
示
さ
れ
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
駅
通
路
近
く
に
置

か
れ
た
広
島
型
原
爆
の
「
リ
ト

ル
ボ
ー
ル
」
の
原
寸
大
模
型
も

多
く
の
方

の
目
を
引

き
寄
せ
ま

し
た
。

簡
易
ス

テ
ー
ジ
で

は
、
リ

レ
ー
ト
ー

ク
に
続
き
、
「
平
和
を
歌
お

う
」
で
新
婦
人
の
会
の
コ
ー
ラ

ス
、
被
爆
者
の
会
「
親
江
会
」

か
ら
山
本
会
長
ら
３
人
に
よ
る

被
爆
証
言
、
東
京
新
聞
で
紹
介

さ
れ
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
注
目
の

弁
護
士
コ
ン
ビ
「
四
谷
姉
妹
」

の
憲
法
ト
ー
ク
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
船
堀
在
住
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
女
性
歌
手
ミ
ラ
さ
ん
の
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
歌
な
ど
聴
き
な

が
ら
、
参
加
者
も
手
拍
子
・
合

い
の
手
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

こ
の
「
野
外
戦
争
展
」
は
緊

急
企
画
で
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
乗
じ
て
憲
法
改
悪
、

軍
備
拡
大
・
防
衛
予
算
の
倍
増

な
ど
、
平
和
が
脅
か
さ
れ
る
状

況
が
広
が
る
中
で
、
「
憲
法
改

悪
を
許
さ
な
い
」
「
核
兵
器
禁

止
条
約
の
署
名
・
批
准
」
を
政

府
に
求
め
る
二
つ
の
署
名
を
急

い
で
広
げ
よ
う
と
と
り
く
ま
れ

ま
し
た
。

（
黒
木
）

例
年

行
な

わ
れ

て
い

る

屋
内

戦
争

展
は

10月
１

・

２
日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

2022.7.10 友の会だより ＮＯ．120 友の会だより ＮＯ．120 2022.7.10

▼
俳

句
三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

左
手
と
思
え
ぬ
文
字
や
文
の
友

外
灯
も
泣
い
て
い
る
夜
や
つ
ゆ
の
雨

冬
衣
仕
舞
っ
て
又
も
つ
ゆ
寒
に

北
葛
西

石
甲
斐
初
魚

学
童
の
コ
ロ
ナ
休
校
エ
ビ
ガ
ニ
釣
り

青
梅
の
六
粒
転
び
六
地
蔵

八
重
桜
東
京
空
襲
姉
妹
都
市

▼
川

柳
江
戸
川

小
林

功

被
爆
国
何
に
も
し
な
い
橋
渡
し

セ
ル
フ
レ
ジ
よ
り
も
や
っ
ぱ
り
人
の
レ
ジ

電
力
不
足
待
っ
て
ま
し
た
と
再
稼
動

中
葛
西

佐
々
木
ゆ
づ
き

無
人
機
の
戦
さ
ボ
タ
ン
は
人
が
押
す

ず
り
下
が
る
マ
ス
ク
睨
ん
で
た
ら
王
手

熱
中
の
ゲ
ー
ム
が
占
拠
老
い
の
脳

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

母
ち
ゃ
ん
、
ま
た
行

く
ね

清
新

町
山

口
と

よ
子

５
月
１
日
、
く
り
こ
ま
高
原
駅

に
降
り
立
っ
た
。
春
は
名
の
み
、

冬
の
よ
う
な
寒
さ
だ
っ
た
。
す
ぐ

母
の
待
つ
実
家
に
向
か
っ
た
。
母

は

97歳
。
最
近
の
電
話
で
は
「
こ
の

頃
、
生
き
過
ぎ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
皆
に
お
世
話
に
な
る
ば
か
り
。

そ
ろ
そ
ろ
・
・
・
」
と
口
癖
の
よ
う

に
言
う
。
「
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ

て
楽
し
く
過
ご
し
て
る
で
し
ょ
う
。

孫
や
ひ
孫
の
成
長
も
楽
し
み
で
し
ょ

う
。
」
明
る
く
答
え
る
私
。
内
心
、

母
の
落
ち
込
み
を
心
配
。

「
た
だ
い
ま
。
と
よ
子
だ
よ
。
」

「
５
月
１
日
が
よ
う
や
く
来
た
。
夢

の
よ
う
だ
。
」
と
大
喜
び
の
母
。
「
明

日
は
、
仙
台
に
住
む
妹
や
甥
家
族
も

来
る
と
い
う
か
ら
、
一
足
早
い
母
の

日
の
お
祝
い
の
パ
ー
テ
ィ
を
す
る
か

ら
ね
。
食
べ
た
い
も
の
を
作
る
け

ど
、
何
が
い
い
。
」

「
や
わ
ら
か
い
牛
肉
、
ま
ぐ
ろ
、

う
な
ぎ
、
寿
司
と
」
こ
れ
ま
で
の
元

気
な
母
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
で
子
ど
も
や
孫
た
ち
と
頻

繁
に
会
え
な
い
、
二
度
の
大
き
な
地

震
、
同
級
生
の
訃
報
、
テ
レ
ビ
を
観

れ
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
悲
惨
な
映

像
、
つ
ら
い
こ
と
ば
か
り
続
く

日
々
。

３
月

16日
の
地
震
は
最
大
震
度
６

強
。
逃
げ
る
に
逃
げ
ら
れ
ず
、
ベ
ッ

ド
に
つ
か
ま
る
だ
け
の
自
分
を
情
け

な
く
思
い
、
生
き
過
ぎ
た
な
あ
と

思
っ
た
と
。

90歳
で
大
腿
骨
骨
折
。
歩
行
器
を

使
い
歩
い
て
い
た
が
腰
を
痛
め
最
近

は
車
い
す
生
活
。
寝
た
き
り
に
な
り

た
く
な
い
と
の
思
い
が
母
を
頑
張
ら

せ
て
い
る
。

し
っ
か
り
食
べ
る
、
演
歌
や
民
謡

が
好
き
、
ラ
ジ
カ
セ
・
テ
レ
ビ
の
リ

モ
コ
ン
は
自
由
自
在
、
新
聞
を
一
番

に
読
み
番
組
表
を
調
べ
る
の
が
一
日

の
始
ま
り
、
ボ
ケ
な
い
よ
う
に
と
子

ど
も
た
ち
に
電
話
を
掛
け
る
等
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
た
く
さ

ん
の
人
に
囲
ま
れ
、
母
は
連
日
満
面

の
笑
み
。
百
歳
ま
で
生
き
ら
れ
そ

う
！
ま
た
来
る
か
ら
ね
と
約
束
し
て

帰
京
し
た
。

▼
短

歌
中
央

二
瓶
誠
一

水
玉
と
花
柄
傘
の
児
ら
の
列
コ
ロ
ナ
禍
マ
ス
ク
苦
労
の
彩
り

夕
食
は
魚
に
菜
を
添
え
酒
少
し
腹
七
分
な
り
喜
寿
近
き
日
々

宇
宙
に
浮
く
「
地
球
に
国
境
は
な
か
っ
た
」
と
う
毛
利
さ
ん
言
葉
を
時
折
り
思
う

今
井
雄
二

久
々
に
執
刀
医
師
に
診
ら
れ
し
と
思
え
ば
も
は
や
俎
板
の
鯉

ま
な

い
た

エッセイ

船
堀
駅
ひ

ろ
ば

で
戦
争

展

2022 年 江戸川平和行進
今年も原水禁世界大会に向けて区内での

平和行進が行なわれます。

○い つ 2022 年 7月 27日（水）
○どこで 中央森林公園 15:30 集合

行進の出発時間 16:00

※行進は新小岩駅ガード下を通りぬけた

せせらぎパーク（葛飾区）まで約１時間

です。

リトルボーイの原寸模型

国旗をまとって美しい歌声を披露したミラさん

四
谷
姉
妹
＝
２
人
が
勤
務
す
る

法
律
事
務
所
が
新
宿
区
四
谷
に

あ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
つ
け
た

戦
争

い
や
だ

！
核

兵
器

い
ら

な
い

！
憲

法
守

ろ
う

！



2022.7.10 友の会だより ＮＯ．120 友の会だより ＮＯ．120 2022.7.10

江
戸
川
健
康
友
の
会
は
、
一

面
既
報
の
と
お
り
、
第

13回
総

会
を
開
き
、
２
０
２
２
年
度
の

活
動
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
要

旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
は
国
連
憲
章
違
反
と
共

に
国
際
人
道
法
に
よ
る
戦
争

犯
罪
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
直
ち
に
撤
退
す
る
よ
う
求

め
ま
し
ょ
う
。

◎
「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
全

国
署
名
」
を
広
げ
、
軍
備
拡

大
、
核
の

〝
共
有

〟
に
反
対

し
、
平
和
、
人
権
、
民
主
主

義
が
生
か
さ
れ
る
政
治
の
実

現
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

◎
日
本
政
府
に
向
け
た
「
核
兵

器
禁
止
条
約
批
准
を
求
め

る
」
署
名
を
江
戸
川
原
水
協

と
共
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

◎
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
社
会
保

障
の
充
実
を
求
め
、
誰
で
も

が
お
金
の
心
配
な
く
必
要
な

医
療
や
介
護
、
教
育
が
受
け

ら
れ
る
活
動
に
と
り
く
み
ま

し
ょ
う
。

◎
医
療
や
介
護
・
年
金
、
健
康

保
険
な
ど
、
く
ら
し
に
結
ん

だ
制
度
学
習
を
は
じ
め
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
に
向
け
た
一
環
と

し
て
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
居
宅
支
援
事
業
所

な
ど
と
連
携
し
た
「
健
康
講

座
」
も
開
催
し
ま
し
ょ
う
。

◎
区
の
熟
年
健
診
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
受
診
呼

び
か
け
、
婦
人
科
健
診
な

ど
、
健
診
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

◎
大
気
汚
染
に
よ
る
ぜ
ん
息
患

者
へ
の
医
療
費
助
成
制
度
の

創
設
や
き
れ
い
な
空
気
と
緑

を
増
や
す
沿
道
緑
化
、
自
転

車
レ
ー
ン
の
充
実
な
ど
、
公

害
を
な
く
す
活
動
に
と
り
く

み
ま
し
ょ
う
。

◎
困
難
を
か
か
え
た
会
員
へ
の

生
活
支
援
、
助
け
合
い
活
動

に
と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。
・

◎
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
の
趣

味
を
生
か
し
た
サ
ー
ク
ル
活

動
、
旅
行
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど
、
要
求
実
現
と
会
員
の
交

流
や
親
睦
を
深
め
る
活
動
に

と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。

◎
１
５
０
０
人
の
友
の
会
に
す

る
た
め
に
今
期

80人
以
上
の

会
員
を
ふ
や
し
ま
し
ょ
う
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

そもそも血圧とは何でしょうか？ 血圧とは心臓か

ら体全体へ血液を押し出すときに、血管の壁を押す圧

力のことです。血圧の値は心臓から送り出される血液

の量と、血管内での血液の流れにくさによって決まり

ます。

血管の中を流れる血液の量が多くなる場合や、血管

が細く収縮する場合に血圧は高くなります。血圧を下

げる薬(降圧薬)について、３つに分けて解説します。

① 血液の量を減らす薬

過剰に貯まった水分を体から出せば、血液の中の水

分を減らすことができます。血液の量が減れば、血圧

は下がります。

体から余分な水分を排泄させる薬として、利尿剤が

あります。作用が強すぎると脱水を起こす場合がある

ため、適量の水分を摂取します。また、ミネラル分の

バランス異常を起こす副作用もあるので注意してくだ

さい。

② 血管の収縮を抑える薬

体内で血管を収縮させる情報の伝達に、カルシウム

イオンという物質が関わっています。このカルシウム

イオンの邪魔をして、血管の収縮を抑える薬がカルシ

ウム拮抗薬です。

この薬はグレープフルーツと一緒に摂取すると、薬

の効果が強く出すぎて、頭痛やめまいなどを起こすこ

とがあります。グレープフルーツの作用は２～３日続

く場合もあるので、摂取は一切避けたほうがいいで

しょう。

③ 体内の調整システムに働きかける薬

体内には血液の量や血管の収縮を調整するシステム

があります。体内でアンギオテンシンという物質が出

ると、血管を収縮させ体液量を増やすため血圧が上が

ります。このアンギオテンシンを調節して血圧を下げ

る薬が２つあります。

１つはＡＲＢ（アンギオテンシン受容体拮抗薬）

で、アンギオテンシンが体に作用するのを邪魔する薬

です。腎臓への障害やカリウム値の上昇などの副作用

が発生する場合があります。

もう１つはＡＣＥ阻害薬（アンギオテンシン変換酵

素阻害薬）で、アンギオテンシンを作らせないように

する薬です。ＡＲＢと同様の副作用のほか、喉の違和

感から出る持続性の咳（空咳）にも注意が必要です。

まとめ

１種類の薬で効果がない場合は、数種類を組み合わ

せて服用します。血圧の薬は、正しい生活習慣とセッ

トで効果を発揮します。薬を飲んでいても、塩分制限

や運動習慣は続けましょう。

「いつでも元気」誌より転載

編
集

後
記

今
年
の
梅
雨
入
り
発
表

は
変
則
的
な
順
番
で
始
ま
り
、
関
東
甲

信
は
統
計
開
始
以
降
、
最
も
早
い
梅
雨

明
け
で
気
温
が
急
上
昇
。
コ
ロ
ナ
流
行

で
の
自
粛
生
活
の
た
め
に
身
体
が
順
応

で
き
ず
、
気
温
の
急
上
昇
に
よ
る
熱
中

症
に
注
意
喚
起
が
で
て
い
ま
す
。
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
▼
今
、
友
の
会
だ
よ
り

の
ふ
る
さ
と
欄
が
評
判
に
な
っ
て
い
ま

す
。
期
せ
ず
し
て
江
戸
川
区
シ
リ
ー
ズ

に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
方
の
中
に

は
上
京
し
て
住
み
、
第
二
の
ふ
る
さ
と

と
し
て
長
く
暮
ら
し
て
い
る
方
も
多

く
、
記
事
の
内
容
に
重
ね
合
わ
せ
て
、

な
つ
か
し
く
思
い
出
し
た
り
出
か
け
た

り
と
、
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
私

も
二
瓶
さ
ん
の
記
事
に
あ
っ
た
地
蔵
さ

ん
が
近
く
な
の
で
探
し
に
行
き
ま
し

た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
で
守
ら
れ
て

い
ま
し
た
が

50～

60セ
ン
チ
位
、
だ
い

ぶ
昔
の
地
蔵
さ
ん
で
し
た
▼
友
の
会
だ

よ
り
に
は
、
し
ら
さ
ぎ
・
友
の
会
広
場

と
し
て
、
俳
句
・
短
歌
・
エ
ッ
セ
イ
・

川
柳
な
ど
皆
様
か
ら
の
投
稿
ペ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
ご
一
緒
に
楽
し
く
役
に
立

つ
友
の
会
だ
よ
り
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
投
稿
し
て

く
だ
さ
い
。

（
猪
瀬
）

役立つ健康メモ 87 薬の話№56

血圧を下げる薬

２
０
２
２
年

度
・

友
の

会
活
動
方
針

役職名 氏 名 地 域

会 長 猪 瀬 悠 紀 子 中 央

副 会 長

鈴 木 正 美

矢 野 孝

渡 辺 利 子

西 葛 西

葛 飾 細 田

東 瑞 江

事 務 局 長 黒 木 武 義 南 葛 西

事務局次長

佐 藤 翼

丸 山 愛 三

石 川 恵 一

西 山 千 尋

藤 巻 良

西 葛 西

松 島

職 員

職 員

職 員

幹 事

有 馬 三 郎

荒 川 す み 子

石 井 う た

石 井 勝 治

伊 藤 信 子

飯 島 新 二

今 関 カ ネ 子

臼 井 佑 希 子

遠 藤 哲

太 田 美 音

菊 地 孝

久 高 美 枝 子

小永井万知子

小 林 功

嶋 村 伸 子

高 野 芳 子

寺 澤 カ ツ

遠 田 博 子

中 村 栄 子

日 影 館 一

福 本 悦 子

正 木 千 恵

森 岡 糸 子

渡 部 周 次 郎

北 葛 西

東 瑞 江

西 葛 西

西一之江

東 葛 西

西 葛 西

清 新 町

南 篠 崎

南 葛 西

清 新 町

西一之江

南 葛 西

西一之江

江 戸 川

東 葛 西

南 小 岩

南 葛 西

中 葛 西

鹿 骨

職 員

中 葛 西

南 葛 西

臨 海 町

一 之 江

会 計 監 査

相 談 役

表 優 子

金 谷 昇 一

八 巻 登

職 員

中 央

北 篠 崎

2022年度幹事会役員名簿

〈新しく幹事になられた方〉

菊地 孝（西一之江）

小永井万知子（西一之江）

〈退任された方〉

青柳恵美子（松島）

長い間友の会活動へのご尽力、

ありがとうございました。
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※休診日は日曜・祭日・年末年始

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 石田香苗 松村所長

石田香苗
注②

診療受付
10:00～
12:30

古寺絋人

第1.3.5
森田
第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺絋人 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・

神経内科)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

青山麻織
（糖尿病・

予約制）

佐野裕之
(訪問診療)

田村所長
(内科)

訪問診療
根岸美帆

外来休診

休診田村所長
(訪問診療)

夜間

17:30～

19:30

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村浩生 杉本英樹

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ

バ
ス

ケ
ッ

ト

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島

四
丁

目
公

園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓

江
戸
川
健
康
友
の
会
の
２
０
２

１
年
度
の
定
期
総
会
は
コ
ロ
ナ
感

染
の
予
防
と
会
員
の
安
全
第
一
と

い
う
立
場
か
ら
総
会
に
代
え
た
臨

時
幹
事
会
と
し
て
、
６
月

19日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
憲
法
の
こ
こ
ろ
を
広
め
、
軍

事
費
の
削
減
で
医
療
・
介
護
・
年

金
の
充
実
、
く
ら
し
と
平
和
守
ろ

う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ

て
、
総
会
は
猪
瀬
会
長
の
あ
い
さ

つ
を
受
け
た
あ
と
、
議
長
に
鈴
木

副
会
長
を
選
出
し
て
議
事
を
す
す

め
ま
し
た
。
黒
木
事
務
局
長
が
、

活
動
を
め
ぐ
る
情
勢
と
こ
の
一
年

間
の
活
動
報
告
、
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
提
案
し
、
つ
づ
い
て
佐
藤

幹
事
よ
り
会
計
と
監
査
報
告
、
予

算
案
の
提
案
が
行
な
わ
れ
、
質
疑

応
答
の
あ
と
、
会
長
な
ど
三
役
・

幹
事
の
提
案
が
あ
り
、
第

13回
総

会
議
案
は
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
一

年
間

の
活

動
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
制
限
さ
れ
た
困
難

の
中
で
、
健
康
を
守
る
活
動
、
社

会
保
障
を
守
り
充
実
さ
せ
る
活

動
、
平
和
や
憲
法
を
守
る
活
動
な

ど
に
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
診
療
所
職
員
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
会
員
の
拡
大
な
ど
で
一
定

の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

制
度

の
改

善
を

求
め

る
活

動
で

は
、
誰
も
が
安
心
安
全
の
医
療
や

介
護
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
と
く

に

75才
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担

２
倍
化
反
対
、
憲
法
改
悪
を
許
さ

な
い
全
国
署
名
は
、
す
べ
て
の
会

員
に
返
信
封
筒
と
署
名
用
紙
を
届

け
た
と
り
く
み
を
行
な
い
ま
し

た
。ま
た
、

居
場

所
づ

く
り

や
サ

ー

ク
ル

活
動
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休

止
と
再
開
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も

会
員
の
つ
な
が
り
、
交
流
の
場
を

つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、

平
和

を
守

る
活

動
で
は

「
ロ
シ
ア
は
侵
略
を
や
め
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
直
ち
に
撤
退
を
」
の

プ
ラ
カ
ー
ド
を
揚
げ
て
駅
頭
で
の

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
を
、
区
内

の
労
組
や
民
主
団
体
と
い
っ
し
ょ

に
行
な
い
ま
し
た
。

次
期
活
動
は
こ
う
し
た
成
果
と

教
訓
を
も
と
に
、
さ
ら
に
会
員
の

要
望
や
意
見
が
反
映
さ
れ
る
活
動

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※午前の受付時間は水・土のみ 9:00～12:30です

軍
事
費
の

削
減
で

医
療
･
介
護
･
年
金

の
充
実
を

第

13回
友

の
会

総
会
ひ

ら
く

第13回総会に代えて開かれた臨時幹事会

年金の引下げ、75才以上の医療費窓口負担2倍化の実施、介護利用料やケア

プランの有料化も提案されています。友の会がめざす、安心して住み続け

られる社会やまちづくりの活動がいっそう求められています。

８
月

号
は

休
刊

で
す


